
近
代
外
科
の
父
、
日
本
の
西
洋
医
学
の
源
流
と
も
い
う
べ
き
『
パ

レ
全
集
』
を
残
し
、
わ
が
国
の
医
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
フ
ラ

ン
ス
の
外
科
医
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
（
シ
目
胃
◎
胃
弓
幽
鼠
勗
邑
了

尉
ｇ
）
が
世
を
去
っ
て
今
年
で
四
○
○
年
目
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
こ

の
人
物
が
活
躍
し
た
壮
年
の
時
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
承
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
国
王
フ
ラ
ン
ソ
ア
ニ
世
白
日
月
日
ｍ
目
．
菌
産
ｌ
厨
ｇ
）

が
十
五
歳
で
即
位
し
た
の
は
一
五
五
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い

国
王
が
即
位
す
る
の
は
前
の
国
王
で
あ
っ
た
父
ア
ン
リ
ニ
世
（
国
の
昌
凰

目
》
厨
ら
１
勗
忠
）
が
死
亡
し
た
か
ら
で
あ
る
。
槍
試
合
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
出
場
し
て
対
戦
相
手
に
左
眼
を
突
き
さ
さ
れ
た
の
が
原
因

で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ス
。
へ
イ
ン
の
和
平
回
復
と
二
つ
の
婚
礼
の

お
祝
い
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
華
や
か
な

祝
宴
が
一
転
し
て
フ
ラ
ン
ス
王
室
に
暗
雲
が
た
ち
こ
め
た
の
で
あ

る
。
婚
礼
の
一
つ
は
ス
。
へ
イ
ン
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
ニ
世
（
閣
匿
弓
①
旨
》

中
年
期
の
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ

大
村
敏
郎

勗
矧
Ｉ
扇
麗
）
と
王
女
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
（
国
昏
昏
①
号
〉
勗
命
ｌ
扇
誘
）

の
も
の
で
、
両
国
の
間
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
た
戦
争
を
終
結
さ

せ
、
友
好
関
係
を
作
る
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
自
身
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
い
て
、
祝

い
の
式
典
に
は
代
理
を
つ
か
わ
せ
て
い
た
。
花
嫁
の
父
に
事
故
が

起
っ
た
こ
と
を
早
馬
で
知
ら
さ
れ
る
と
、
直
ち
に
自
分
の
侍
医
ア
ソ

ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
シ
冒
号
３
い
く
２
農
昌
〕
勗
匡
ｌ
扇
震
）

を
パ
リ
へ
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
近
代
解
剖
学
の
父
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
近
代
外
科
の
父
ア

ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
・
く
し
が
瀕
死
の
床
に
つ
い
て
い
る
国
王
ア
ン
リ
ニ
世

を
対
診
す
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
の
知
識
も
こ
こ
で

は
役
に
立
た
ず
、
王
は
死
を
迎
え
た
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
医
学
部
出
身
の
医
師
、
他
方
パ
レ
は
床
屋
外
科

医
か
ら
外
科
医
組
合
の
会
員
に
選
ば
れ
た
外
科
医
で
あ
る
が
、
こ
の

二
人
は
同
じ
頃
パ
リ
の
医
学
部
の
教
授
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
に
関
す
る
時
は
、
ヤ
コ
プ
ス
・
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
（
意
８
冒
吻

等
］
ぐ
目
、
）
匡
尉
ｌ
賦
訊
）
と
ラ
テ
ン
語
で
、
．
〈
し
に
関
し
て
い
う
時

に
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ポ
ア
（
曽
且
巨
印
唖
己
匡
ご
昌
巫
）
と
フ
ラ
ン
ス
語

で
呼
び
わ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
ス
。
へ
イ
ン
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
ニ
世
は
思
い
が
け
な
い
こ
と

で
わ
が
国
に
そ
の
紋
章
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
杉
田
玄
白

（
一
七
三
三
’
一
八
一
七
）
ら
が
書
い
た
『
解
体
新
書
』
の
有
名
な

扉
絵
の
上
段
中
央
に
イ
ル
カ
の
マ
ー
ク
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
で

あ
る
。こ

の
絵
は
原
著
ヨ
ハ
ン
・
ア
ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス
Ｃ
Ｏ
富
回
診
烏
日

嗣
旨
盲
屋
“
》
扇
＄
ｌ
弓
急
）
の
解
剖
害
の
扉
絵
で
は
な
く
、
ス
ペ
イ
ン

の
一
六
世
紀
の
ワ
ル
エ
ル
ダ
の
解
剖
書
か
ら
も
っ
て
き
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
あ
の
扉
絵
の
左
右
に
い
る
男
女
が
ア
ダ

ム
と
イ
ヴ
だ
と
い
う
こ
と
を
幕
府
の
役
人
に
各
め
ら
れ
た
ら
、
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制
の
江
戸
時
代
に
は
出
版
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
。

自
分
の
解
剖
害
か
ら
無
断
で
引
用
し
、
し
か
も
改
悪
し
た
と
ヴ
ェ

サ
リ
ウ
ス
は
ワ
ル
ェ
ル
ダ
を
非
難
し
た
と
い
う
曰
く
付
き
の
本
で
あ

り
、
そ
の
ワ
ル
ェ
ル
ダ
が
今
度
は
扉
絵
を
『
解
体
新
書
』
に
使
わ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ワ
ル
エ
ル
ダ
は
時
の
国
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
ニ

世
に
捧
げ
て
彼
の
紋
章
を
刻
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
で
は
そ

の
意
味
も
知
ら
ず
に
少
し
変
形
さ
せ
て
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

若
い
フ
ラ
ン
ス
国
王
フ
ラ
ン
ソ
ァ
ニ
世
の
妻
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

か
ら
来
た
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（
冨
画
ご
瞥
巨
騨
罠
〕
扇
倫
‐

忌
閏
）
で
あ
る
。
父
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
王
ジ
ャ
ッ
ク
五
世
、
母

は
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
レ
ー
ヌ
公
の
娘
マ
リ
ー
で
あ
っ
た
か
ら
、
ロ
レ
ー

ヌ
公
の
勢
力
が
強
ま
る
の
を
恐
れ
、
王
室
内
に
暗
躍
が
始
ま
ろ
う
と

し
た
時
に
、
フ
ラ
ン
ソ
ア
ニ
世
は
持
病
の
中
耳
炎
か
ら
頭
蓋
内
に
膿

瘍
が
起
き
、
若
い
王
に
手
術
を
す
る
か
ど
う
か
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ

レ
が
た
め
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
、
一
七
ヵ
月
王
位
に
坐
っ
た
だ
け

で
、
王
は
父
の
後
を
追
っ
て
し
ま
う
。
一
五
六
○
年
の
暮
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
す
で
に
ト
レ
パ
ナ
ー
ジ
ュ
の
機
具
も
考
案
し
、
実
際
に
手

術
の
経
験
も
あ
っ
た
。
く
し
で
あ
っ
た
が
、
相
手
が
国
王
と
な
る
と
周

囲
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
国
王
が
手
術

を
受
け
る
の
は
一
六
八
六
年
の
ル
イ
一
四
世
（
Ｆ
ｏ
巳
い
×
胃
ぐ
・
扇
務
－

ご
扇
）
の
痔
瘻
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ソ
ア
ニ
世
の
弟
シ
ャ
ル
ル
九
世
（
○
富
１
①
唾
胃
ｘ
）
届
ｇ
１

勗
置
）
は
十
歳
で
即
位
し
た
。
十
五
歳
ま
で
は
母
カ
ト
リ
ー
ヌ
・

ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
（
○
”
号
①
凰
冒
①
号
冨
ａ
③
９
ｍ
）
ぶ
ら
’
岳
＄
）
が

摂
政
で
あ
っ
た
。
パ
レ
が
首
席
外
科
医
に
任
命
さ
れ
る
の
は
こ
の
国

王
か
ら
で
あ
る
。

一
五
六
四
年
、
パ
レ
は
『
外
科
一
○
巻
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
中
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に
切
断
の
場
合
、
血
管
を
結
紮
し
て
止
血
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
頬
の
傷
を
今
日
の
形
成
外
科
的
な
考
え
方
で
治
す
図
が
登
場

し
て
く
る
。
扉
。
ヘ
ー
ジ
に
は
王
母
カ
ト
リ
ー
ヌ
と
シ
ャ
ル
ル
九
世
の

イ
ニ
シ
ア
ル
Ｃ
が
重
ね
文
字
に
な
っ
て
出
て
い
る
。

そ
の
後
も
パ
レ
は
晩
年
七
十
五
歳
頃
ま
で
執
筆
改
訂
に
意
欲
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
。
一
五
九
○
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
ち
ょ
う

ど
四
○
○
年
目
の
命
日
に
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
四
○
○
年
祭
記
念

式
典
が
東
京
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

（
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
研
究
室
）

林
洞
海
訳
補
『
窟
篤
児
薬
性
論
』
に
は
、
①
存
誠
斎
、
②
旭
窓
、

③
英
蘭
堂
の
三
種
の
蔵
版
主
名
を
も
つ
異
版
が
あ
る
。
そ
れ
ら
三
種

の
封
面
に
は
、
す
べ
て
「
安
政
三
丙
辰
孟
春
新
雛
」
の
記
載
が
み
ら

れ
る
の
で
、
一
般
の
図
書
目
録
に
こ
れ
ら
す
べ
て
を
安
政
三
年
（
一
八

五
六
）
版
と
し
て
い
る
の
が
多
い
。

し
か
し
奥
付
刊
記
に
「
安
政
三
丙
辰
年
正
月
刻
成
」
と
記
す
の
は

①
の
み
で
、
ま
た
柱
に
「
存
誠
斎
蔵
」
と
あ
る
の
が
②
③
で
は
削
除

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
明
ら
か
に
②
③
は
後
版
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

①
の
み
が
初
版
本
系
と
み
て
よ
い
。

こ
の
①
系
の
発
行
害
買
は
、
和
泉
屋
金
右
衛
門
（
江
戸
横
山
町
三

丁
目
）
、
山
城
屋
佐
兵
衛
（
同
日
本
橋
通
り
二
丁
目
）
、
須
原
屋
伊
八

（
同
浅
草
茅
町
二
丁
目
）
の
三
軒
で
、
②
系
に
は
嶋
村
屋
利
助
（
大

門
通
難
波
町
）
が
加
わ
り
四
軒
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
管
見
に

入
っ
た
②
系
の
住
所
は
東
京
と
な
っ
て
い
る
。

『
窟
篤
児
（
ワ
ー
ト
ル
）
薬
性
論
』
の
異
版

宗
田
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